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●指導者 花本貴弘の紹介 
・滋賀県高等学校体育連盟 陸上競技専門部 理事 

・滋賀県高等学校体育連盟 陸上競技専門部 短距離強化委員 

・滋賀県陸上競技協会 国体選抜・育成事業 短距離強化委員 

・日本陸上競技連盟 Ｕ―１９ 強化研修合宿 〔近畿・東海地区〕 

 男子短距離（１００ｍ、２００ｍ）指導 

・近畿高等学校体育連盟陸上競技強化研修会 短距離指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

練習の見学・相談等は１年を通して受け付けております 

近江高等学校 花本貴弘 【０７４９－２２－２３２３】                 

愛東北小学校 → 愛東中学校 → 彦根東高校 → 東京理科大学 

担当教科は数学。 今年３５歳。 ３歳と５歳の娘がいます。 

 よく体育会系と言われますが、理工学部出身ですので、ガチガチの理系です。陸

上の動作や走り方を物理的に考え、理論的に指導をしています。もちろん、難しい

言葉を使わずに、高校生にも分かりやすいように噛み砕いて説明することを心がけ

ています。近江高校では、走り込みや筋トレをやりながらも、基本的には各選手の

骨格や特性に合わせたアドバイスをしながら走りを作っていきます。 

 

☆近江高校 男子陸上競技部の特徴☆ 

高等学校における部活動の役割 『社会人としてのたくましさを身につける』 

１、親離れと自立 （子どもから大人への過渡期）。 

  ２、自己処理能力の育成 （辛い事、耐えるべき事を自己処理していく力）。 

  ３、上下関係と礼儀 （高校時代に学んでおくことで、後の人生が楽になる）。 

 

① 物理として陸上を考え、理論的に技術を教えさせていただきます。 

② ストレッチの種類や体のケアは全国一。怪我をしない体作りに時間を割きます。 

③ 指導種目をしぼり、しっかりと一人ひとりに声かけ・指導をさせていただきます。 

④ チーム内競争がとても激しく、常に緊張感のある勝負をしながら練習ができます。 

⑤ 部の規則は、すべて社会に出たときに大切になってくるものだと考えています。 

 


